
学　習　内　容
（頁は教科書該当頁）

時
間
数

学　習　活　動
〔■この項の学習課題／○生徒の活動，☆教師の活動〕

家庭分野ガイダンス 1
■小学校の学習をふり返り，中学校３年間の見通しをもって学習に取り組む意欲をもつ。

○小学校の学習をふり返りマインドマップにまとめ自分の成長を知る。
○中学校での学習内容を知り，自分なりの学習のねらいをもつ。

A 家族・家庭と
子どもの成長

こ
れ
ま
で
の
自
分

1. わたしたちの成長と家族
①わたしの成長

（p.18 ～ 19）

これまでの自分
1

■自分の成長と家族やまわりの人びととの関係を考える。
○中学生という時期の重要性と立場を考える。
☆自分年表作りや読み物資料を活用させる。
○友達や家族へのインタビューを通して今の自分を見つめる。

②わたしを支えてくれた家族
や周囲の人びと

（p.20 ～ 21）

支えてくれた人びと
1

■自分の成長と家族やまわりの人びととの関係を考える。
○自分年表に自分を支えてくれた人を書き入れる。
○これまでの自分の成長をふり返り，お世話になったこと，迷惑をかけたこと，お返ししたことを

考える。

２．わたしたちと家族・家庭と地域
（p.22 ～ 27）
①家庭のはたらき
②家庭生活を支える仕事
③わたしたちの家庭生活と地域

家族と家庭のはたらき

1

■家庭や家族の機能を理解する。
■家族の一員として自分の生活を工夫し改善する。

○さまざまな家族や家族の機能を理解する。
☆さまざまな生き方の資料を提示する。
○自立度チェックをし，家族の一員として工夫し改善する方法を考える。

B 食生活と自立

お
い
し
く
健
康
に
よ
い
食
品
を
選
ぼ
う

「おいしさとは」（発展）
（p.108）

呼び覚ませ！味覚
○食品の味を考えよう
○第５の基本味うま味

2

■食品の味に関心をもつ。
○諸感覚を通して食品の味を味わう。
☆グレープフルーツとオレンジのミックスジュースをのみ，入っている果物を当てさせる。
☆鼻をつまんで食品を味わう実験をさせる。
○５基本味と食品とのかかわりや諸感覚とのかかわりについて理解する。
○昆布だし汁とかつおだし汁を飲み比べ，うま味を体験する。また，両方を合わせて味の相乗効果

を体験する。

2. 食品の選択と保存
（p.88 ～ 91）
①食品が口に入るまで
②生鮮食品の選び方

生鮮食品の選び方

2

■生鮮食品の品質を見分け用途に応じて適切に選択できるようにする。
☆生鮮食品の名前・季節当てクイズをする。
○生鮮食品の旬の時期の長所，一年中出回る生鮮食品の長所と短所を考える。
☆輸入食品とフードマイレージについて知らせる。
○生鮮食品の表示について理解する。

（p.92 ～ 99）
③いろいろな加工食品
④加工食品の表示
⑤加工食品の選び方
⑥保存のしかたを考える

加工食品の選び方

4

■加工食品の特徴を理解し，用途に応じて適切に選択できるようにする。
○加工食品の種類と表示の見方を理解する。
○食品添加物について理解する。
☆食品添加物に関するビデオを視聴させる。
○加工食品のパッケージを持ち寄り，表示を読み取りレポートにする。
○食品にあった保存方法を理解する。

4．地域の食材と食文化
（p.134 ～ 139）

地域の食文化を探ろう

2

■地域の食文化の意義を理解し関心をもつ。
○日本の食料自給率を知る。
○地産地消の食材の長所を考える。
○地域の食材を使った簡単な料理をつくる。
※課題と実践「地域の食材・郷土料理を調べる」
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自
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１ 

自
分
ら
し
く
着
る
・
快
適
に
着
る

衣
生
活
の
自
立
を
め
ざ
そ
う

1. 日常着の活用
（p.150 ～ 152）
①衣服のはたらき

衣服のはたらき
1

■衣服の社会生活上の機能や目的に応じた着用について理解する。
○衣服のはたらきについて知る。
☆ TPO にそぐわない絵を提示し，班ごとにどうすればよいかを考えさえる。

②自分らしく目的に合わせた
着方

（p.152 ～ 153）

自分らしく着よう
1

■個性を生かす着用について考え，工夫する。
○個性を生かす服装について考え，自分らしいコーディネートを考える。
☆色や柄，形のもつ印象を紹介する。

③衣服の活用と選び方
（p.156 ～ 157，p.148 ～

149）

既製服を選ぼう

1

■日常着の計画的な活用を考え，適切な選択ができるようにする。
○既製服を選ぶときの規準を発表し合う。
○既製服の表示を理解し，選ぶときのポイントを理解する。
☆組成表示から，石油を原料としている繊維やノーアイロンの素材にも注目させ環境とのかかわり

を考えさせる。

２．日常着の手入れ
（p.158 ～ 169）
①衣服の手入れをしよう
②しみ抜きと洗濯
③基礎縫いをしよう

日常着の手入れ

4

■衣服材料に応じた日常着の適切な手入れと補修をする。
○衣服材料にあった手入れを理解する。
○しみ抜き実習をする。洗濯の方法と洗剤について理解する。
○基礎縫いの練習をする。
☆なみ縫い，本返し縫いを復習させる。まつり縫いができるように指導する。

３．環境に配慮した衣生活     
（p.170 ～ 173）
（p.227 参考 ｢江戸のエコロ

ジー」）

衣服の４R を考えよう

1

■衣服の再利用について工夫する。
○着なくなった衣服をどうしているか発表する。
☆江戸のリサイクル社会を紹介する。
○衣服のリユース，リサイクル，リフォーム，リペアの４R について理解し，自分ができることを

考える。
☆企業の行っている３R を紹介する。

３ 

生
活
を
豊
か

に
す
る
物
を

つ
く
る

（p.188 ～ 199, p.250）
１．わたしや家族の生活を豊かに

する工夫
２．布を用いた物の製作

生活を豊かにする小物を作
ろう 　

7

■スナップ，補修技術を利用した小物を製作する。
○スナップ，補修の技術を利用した小物の製作をする。

２ 

快
適
に
住
ま
う

快
適
に
暮
ら
そ
う

1. 住まいのはたらき
（p.174 ～ 177）
①住まいのさまざまな役割

住まいの役割

1

■住まいの基本的な機能を理解する。
☆扉の写真を見て風土や生活スタイルによりさまざまな住まいがあることや，日本家屋のよさにも

触れる。
○もしも家がなかったらどうなるか考える。
○住まいの役割を知る。

２. 安全な住まい
（p.180 ～ 183）
①住まいの安全対策
②災害への備え

３．快適な住まい
（p.184 ～ 187）
①室内の空気調節
②住まいと音
①室内の空気調節

快適な住まい

2

■安全で快適な室内環境に関心をもち快適な住まいを工夫する。
○住まいの安全対策について考える。
○室内空気の汚染や生活騒音について理解する。
☆サザエさんの家の間取り図を参考に室内環境の整え方を工夫させる。

１．住まいのはたらき      
（p.178 ～ 179）
②共に住まう

変わる？住まいの空間
1

■生活行為と住空間の関係を理解する。
■家族の成長とともに住まい方が変化することを理解する。

○生活行為と空間について理解する。
○サザエさん一家の 15 年後を想定し，住空間の使い方を考える。

２　快適に住まう
　学習のまとめ

（p.178 ～ 187，p.204 ～
205，p.252 ～ 253）

未来の我が家「エコハウジ
ング」を考えよう  

2

■家族の安全や室内環境の整え方，地球環境との関係に気づき，快適な住まい方を工夫する。
○自分の家のエネルギーダイエットを考える。
☆環境家計簿を利用し自分の家の省エネルギーを考えさせる。
○これまでの，安全や室内環境の学習も生かし，サザエさんの家の間取りを「エコハウジング」に

直し，発表し合う。

学　習　内　容
時
間
数

学　習　活　動
〔■この項の学習課題／○生徒の活動，☆教師の活動〕

B 食生活と自立

食
生
活
の
自
立
を
め
ざ
そ
う

１．健康と食生活
（p.68 ～ 71）
①食事について考える
②生活のリズムと食事

食事の役割
1

■食事の役割や健康によい食習慣の重要性を理解する。
○食生活チェックから自分の食生活を見直す。
○食事の役割について理解する。

（p.72 ～ 77）
③栄養素のはたらきと食品

栄養素のはたらき
「五大栄養素のはたらき」
「水と食物繊維のはたらき」 6

■食品の栄養素のはたらき，水や食物繊維のはたらきを理解する。
○五大栄養素のはたらきについて理解する。
○水と食物繊維のはたらきについて理解する。
○スポーツドリンクをつくる。

「食品と栄養素との関係」
（p.73 〜 75）

食品と栄養素との関係
1

■食品と栄養素，食品群の関係を理解する。
○いくつかの食品の栄養成分を食品成分表を使って調べる。
○食品を栄養的な特徴によって分類したものが食品群であることを理解する。

④中学生に必要な栄養
⑤食事の計画

（p.78 ～ 87,p.142 ～ 145）

何をどれだけ食べたらいいだ
ろう 5

■中学生に必要な栄養量を満たす献立をたてる。
○弁当箱をスケールにして，１食分に必要な食品とおよその量を理解する。
○オリジナル弁当を考える。
※課題と実践「マイベスト弁当をつくろう」

３．調理をしよう
（p.102 ～ 107）
①調理の計画
②調理の基本

食中毒に注意
1

■食品や調理用具の安全と衛生に気をつけた取り扱いを理解する。
○食中毒に注意をうながすビデオを視聴する。
○調理室の使い方，調理の流れと手順を確認する。

包丁に慣れよう 1 ■安全な包丁の取り扱いができるようにする。
○きゅうり１本を使っていろいろな切り方に挑戦する。（包丁のテスト）

（p.109 ～ 128）
③肉の調理
④魚の調理
⑤野菜の調理

調理をしよう
「肉料理に挑戦」
「魚料理に挑戦」
「和食に挑戦」
「野菜料理に挑戦」

8

■調理の目的や食材に合った基本的な調理操作ができるようにする。
■食品の調理上の性質を理解する。

○肉の種類，調理上の性質を理解し，豚肉のしょうが焼きをつくる。
○魚の特徴を理解し，ムニエルをつくる。
○和食のよさを理解し，煮魚をつくる。
○野菜の調理上の性質を理解し，けんちん汁をつくる。

A 家族・家庭と
子どもの成長

幼
児
の
生
活
と
家
族

3．幼児の生活と遊び
（p.28 ～ 37）
①幼児期ってどんな時代？

②幼児の体の発達
③幼児の心の発達

④子どもの成長と家族の役割
⑥幼児の遊びと発達
⑦幼児の遊びを支える

幼児を知ろう
1

■幼児の生活は家族やかかわる人びとに支えられてきたことに気づく。
○成長の区分を知る。
○幼児と自分の１日生活と，家族とのかかわり方とを比較する。

幼児の心身の発達

「幼児体験をしてみよう」

幼児の生活習慣

幼児と遊び

3

■幼児の心身の発達の特徴を理解する。
■幼児の発達を支える家族の役割を理解する。
■幼児にとっての遊びの意義を理解する。

○「軍手をしてボタンをはめる」「幼児の背の高さで歩く」など幼児の疑似体験をする。
○視聴覚教材を視聴し幼児の心身の発達をまとめる。
○幼児の生活習慣と家族とのかかわりについて考える。
○市販の玩具，絵本，伝承遊びなどを使って，幼児の成長や発達を助ける遊びを班ごとに考え発表する。

伝承遊び実習
2

■幼児の遊び体験や遊び道具の製作を通して幼児に関心をもつ。
○地域の方に伝承遊びを教えてもらう。
☆「日本お手玉の会」の方によるお手玉の製作と遊びの指導。「NPO 法人 日本けん玉協会」の方による指

導など。
4. 幼児とのふれ合い      

（p.48 ～ 55）
①ふれ合い体験の前に
②ふれ合い体験をする
③ふれあい体験をふり返る

幼児を招いてふれ合い体験  
○準備
○ふれ合い体験
○ふれあい体験のまとめ

3

■幼児にふれ合う活動を通して幼児に関心をもち，かかわり方を工夫する。
○子育て支援センターなどを利用している親子を招く準備をする。
○伝承遊び実習で製作したおもちゃなどを利用して，幼児とふれ合う。
○幼児とのかかわりや，家族の役割についてまとめ，発表し合う。

3．幼児の生活と遊び
⑤子どもの成長と地域

（p.38 ～ 39）
「子どもの健やかな成長のために」
「家族が交流し，支え合う地域の

活動」
｢世界の子どもたちは，今」

（p.60 ～ 64）

子どもと環境
1

■幼児を取り巻く環境について理解する。
○子どもの成長を支援するための施設について理解する。
○子どもの権利について理解する。

赤ちゃんポストについて考え
よう

2

■幼児を取り巻く環境について理解する。
○赤ちゃんポストの記事から，子どもの権利，親の義務について考える。
○ディベートをおこなう。

第１学年 第２学年

技術・家庭 家庭分野 教授用資料　AA

学　習　内　容
時
間
数

学　習　活　動
〔■この項の学習課題／○生徒の活動，☆教師の活動〕

D 身近な消費生
活と環境

賢
い
消
費
者
を
め
ざ
そ
う

1．家庭生活と消費
（p.206 ～ 209）

2．商品の選択と購入
（p.210 ～ 215）
①商品購入のプロセス
②生活情報の活用
③商品の価格

物資とサービス

1

■商品を選択するには，情報の適切な活用が重要であることを理解する。
○物資とサービスについて理解する。
☆広告を用いて，事実の部分と誇張された部分に分けさせ，作り手はなぜ誇張するのか考えさせる。
○生活情報の活用の仕方を考える。
○商品購入のプロセスについて理解する。

④販売方法と支払い方法
（p.216 ～ 217）

販売方法と支払い方法
1

■さまざまな販売方法や支払い方法の特徴を理解する。
○店舗販売と無店舗販売の長所と短所を考える。
○契約について理解し，さまざまな支払い方法の特徴を知る。

３．よりよい消費生活のために
（p.218 ～ 225）
①消費生活のトラブルを防ごう
②消費者の権利と責任
③消費者を支えるしくみ

悪質商法
1

■中学生の消費者問題について理解する。
○悪質商法のビデオを視聴し悪質商法について理解する。
○中学生の消費者問題を知り，トラブルに巻き込まれない方法を考える。

トラブルへの対処法
1

■消費者を支える機関や法律について理解する。
○消費者を支える機関と法律について理解する。
○クーリング・オフのはがきを書いてみる。

消費者の権利と責任
1

■消費者の権利と責任について理解する。
○消費者の８つの権利と５つの責任について理解する。
☆具体例として，教科書 p.222-223 を説明する

持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
そ
う

４．環境に配慮した生活
（p.138 ～ 139，p.221）
①環境への影響を考える
②エネルギー消費と CO2 排出を

減らす

めざそうグリーンコンシュー
マー

3

■生活の仕方と環境や資源とのかかわりについて理解し自分の消費行動を工夫する。
○自分の消費行動をふり返る。
☆「再生紙と普通紙のノート」，「豚肉と牛肉と鶏肉」，「塩ビラップと非塩ビラップ」などそれぞれどちら

を選ぶか考えさせる。
○環境を考えて行動する「グリーンコンシューマー」について理解する。
○「グリーンコンシューマーの買い物 10 の目安」の地域オリジナル解説書を作成し，発表する。

（p.129，p.226 ～ 237）
③水を節約し，排水の汚れを減

らす
④環境への影響を考えた消費生

活
⑤持続可能な社会へ向けて

めざそうサスティナブル・ラ
イフ

4

■自分や家族の消費生活が環境に与える影響について理解する。
■持続可能な社会をめざす生活を工夫する。

○りんごの皮むきテストを行ってりんごの廃棄率を計算し，ゴミ問題について考える。
○自分の家の１日に使う水の量を計算し，水の節約と排水の汚れについて考える。
☆できなければ学校の水道使用量を示してもよい。
○以前に学習した環境家計簿を思い出す。
○環境問題と持続可能な社会について理解する。
○衣・食・住の面から班ごとにサスティナブル・ライフを考え発表し合う。

A 家族・家庭と
子どもの成長

こ
れ
か
ら
の
自
分
と
家
族

２．わたしたちと家族・家庭と地域
（p.26 ～ 27）
③わたしたちの家庭生活と地域

家庭生活と地域
2

■家庭生活と地域とのかかわりに関心をもち，よりよくするための工夫を考える。
○自分がどんな地域活動に参加しているか思い出す。
○幼児とのふれ合い体験時にかかわった地域の方や家族へのインタビューをまとめ，高齢者や親世代，中

学生などの立場から地域のよいところ・問題点を整理し，改善点を班ごとに考え発表する。
５．これからのわたしと家族

（p.58 ～ 59,p.62 ～ 64）
①中学生と家族とのかかわり
②これからのわたしと家族との

関係

家族とのかかわり
1

■家族関係をよりよくする方法について考え，工夫する。
○小学校低学年頃と現在の自分で家族とのかかわり方の変化をふり返り，その背景にあるものを考える。
☆生活，精神面，意志決定場面などをふり返ることをうながす。

家族とのコミュニケーション 

1

■家族関係をよりよくする方法について考え，工夫する。
○家族とのコミュニケーションを深める方法を実践する。
☆アサーション度チェックをさせ，自分をみつめさせる。
☆アサーションを意識した会話でロールプレイさせる。
○今後のコミュニケーションの仕方を考える。

これからの自分
1

■これからの自分と家族，地域社会とのかかわりを考え，将来への展望をもつ。
○これからどのような家族（像）や地域社会を創っていくとよいか，高齢者，幼児，親，地域の人などの

立場をふまえて考える。
まとめ  0.5 ○３年間の学習をふり返る。

第３学年

技術・家庭 家庭分野 3 年間を見通した年間指導計画案　例⑦　学習指導案
—「食」に重点をおき，発達段階を考慮して，「食」の理論学習を第 2 学年に配置—



１
年 

3
5
時
間

週（時） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

学習内容

A �家族・家庭と子どもの 
成長 B 食生活と自立

C 衣生活・住生活と自立
１ 自分らしく着る・快適に着る ３ 生活を豊かにする物をつくる 2 快適に住まう

家
庭
分
野
ガ
イ
ダ
ン
ス

 これまでの自分 おいしく健康によい食品を選ぼう 衣生活の自立をめざそう 快適に暮らそう

こ
れ
ま
で
の
自
分

支
え
て
く
れ
た
人
び
と

家
族
と
家
庭
の
は
た
ら
き

呼
び
覚
ま
せ
！　

味
覚

生
鮮
食
品
の
選
び
方

加
工
食
品
の
選
び
方

地
域
の
食
文
化
を
探
ろ
う

衣
服
の
は
た
ら
き

自
分
ら
し
く
着
よ
う

既
製
服
を
選
ぼ
う

日
常
着
の
手
入
れ

衣
服
の
４
Ｒ
を
考
え
よ
う

ス
ナ
ッ
プ
つ
け
・
補
修
の
技
術
を
利

　

用
し
た
実
習

生
活
を
豊
か
に
す
る
小
物
を
つ
く
ろ

　

う
住
ま
い
の
役
割

快
適
な
住
ま
い　

変
わ
る
？
住
ま
い
の
空
間　

エ
コ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
考
え
よ
う

授業時数 1 1 1 1 2 2 4 2 1 1 1 4 1 7 1 2 1 2

学習指導要領 A(1)ア A(1)ア A(2)ア B(1)ア B(2)ウ B(2)ウ B(3)イ Ｃ(1)ア Ｃ(1)イ Ｃ(1)ウ Ｄ(2)ア Ｃ(1)ウ(3)アイ Ｃ(2)ア Ｃ(2)イ Ｃ(2)ア Ｃ(2)アイ,
D(2)ア

教科書該当頁 1～15 16～25 108 88～99 134～139 148～173 166～167，188～199，250～252 174～187，204～205，252～253

２
年 

3
5
時
間

学習内容

B 食生活と自立 A 家族・家庭と子どもの成長

食生活の自立をめざそう 幼児の生活と家族

食
事
の
役
割

栄
養
素
の
は
た
ら
き

食
品
と
栄
養
素
と
の
関
係

何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

い
い
だ
ろ
う

食
中
毒
に
注
意
！

包
丁
に
慣
れ
る
／
テ
ス
ト

　
　
　
　
　

・
野
菜
の
調
理

　
　
　
　
　

・
日
本
型
食
生
活

　
　
　
　
　

・
魚
の
調
理　

　
　
　
　
　

・
肉
の
調
理

幼
児
を
知
ろ
う

幼
児
の
心
身
の
発
達

伝
承
遊
び
実
習

　

地
域
の
高
齢
者
に
よ
る

幼
児
を
招
い
て
ふ
れ
合
い
体
験

子
ど
も
と
環
境

赤
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト

　
　
　

デ
ィ
ベ
ー
ト

授業時数 1 6 1 5 1 1 8 1 3 2 3 1 2

学習指導要領 B(1)ア B(1)イ B(2)ア B(2)アイ B(3)ア A(3)ア A(3)アイ A(3)イ A(3)ウ A(3)ア A(3)ア

教科書該当頁 68～71 72～87，130～131，142～145 102～107 102～129 28～55

３
年 

1
7
・
5
時
間

学習内容

D 身近な消費生活と環境 A 家族・家庭と子どもの成長

ま
と
め

・「食」に重点をおき，発達段階を考慮して，栄養素のはたらきや献立学習などの理論学習を第 2学年で扱うよ
うにしました。また，味覚の学習を「食」内容の最初に位置づけ，食品や味，食生活に関心をもって学習に取
り組めるようにしました。

・「D身近な消費生活と環境」は，内容A・B・Cの題材と関連させ，実践的学習になるようにしました。

・｢生活の課題と実践」については，１年の夏休みには「地域の食材・郷土料理調べ」，２年の夏休みには「マイ・
ベスト弁当に挑戦」といずれも〔B(3) ｳ〕を想定しています。
　どちらかを〔A(3) エ〕(p.241 ～ 245）または〔C(3) イ〕(p.250 ～ 253) とすることも考えられます。

・この年間指導計画案の具体的な学習指導案は裏面に掲載しています。

賢い消費者をめざそう 持続可能な社会をめざそう これからの自分と家族

物
資
と
サ
ー
ビ
ス

販
売
方
法
と
支
払
い
方
法

悪
質
商
法
（
視
聴
覚
教
材
）

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
法

消
費
者
の
権
利
と
責
任

め
ざ
そ
う

　

グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

め
ざ
そ
う

　

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ラ
イ
フ

家
庭
生
活
と
地
域

家
族
と
の
か
か
わ
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
れ
か
ら
の
自
分

授業時数 1 1 1 1 1 3 4 2 1 1 1 0.5

学習指導要領 Ｄ(1)イ Ｄ(1)ア Ｄ(2)ア Ｄ(2)ア A(2)ア A(2)イ

教科書該当頁 206～225 226～237，129，138～140，170～173，221 26～27，58～59，62～64

〒 113-8608　東京都文京区向丘 1-13-1　技術・家庭 家庭分野 教授用資料　AA

・五大栄養素
・水と食物繊維
・�スポーツドリンクを
つくろう

調理をしよう弁当箱を
スケールにして

—「食」に重点をおき，発達段階を考慮して「食」の理論学習を第２学年に配置—
技術・家庭 家庭分野 ３年間を見通した年間指導計画案　例⑦


